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里山に関する「包括連携協定」 
■ 石川県 
　 企画振興部、農林水産部 
　 環境部、商工労働部 

企業支援 
■ 三井物産 
■ イオン財団 
■ セキスイ 
■ リコー 
■ 地場企業 

支援団体・企業 
■ 農業法人「すえひろ」 
■ げんてん 
■ スギヨ 
■ あきお（HARUSA） 
■ 地元JA、漁協、森林組合 
■ NPOおらっちゃの里山里海 
■ 里山マイスター就農支援会議 

連携国際機関等 
■ 国連大学高等研究所ユニット 
■ JICA、JOCA　等 

協力研究機関 
■ 石川県産業創出支援機構 
■ 石川県立大学 
■ 石川県農業総合研究センター 
■ 石川県林業試験場 
■ 石川県水産総合センター 
■ 石川県のと海洋ふれあいセンター 
■ いしかわ動物園  等 

地域つくり 
連携協定 

■ 輪島市 

■ 珠洲市 

■ 穴水町 

■ 能登町 

■ 七尾市 

金沢大学 
支援組織 
■ 角間里山本部 
■ 能登オペレーティング・ユニット 

連携プロジェクト 
■ 「能登里山マイスター」養成プログラム 
■ 大気観測スーパーサイト 

■ 角間の里山を活用 
　 した学士教育 
■ 能登の里山・里海を 
　 活用した大学院教育 

国際人材育成へ 

研究成果の教育への反映 
（里山リテラシー構築） 

■1 里山・里海の過去の変遷の解明 

■2 物質循環と生物多様性からみた現在の里山・里海の流域アプローチによる動態解析、 
特に人間活動のインパクトの評価 

■3 環境配慮型の農林水産業の構築、バイオマスの活用技術の開発 

■4 里山・里海の保全・活用を通じた地域再生シナリオの構築 

■5 持続可能な共存社会を構築する力（学士課程）と地域再生に必要な高度な知識・技能 
（大学院博士課程）を備えた教育・人材育成 

持続可能な地域発展をめざす「里山里海再生学」の構築 
― 能登半島から世界へ向けた発信 ― 

『里山里海再生学』の5ミッション 

里山里海再生学がめざすもの 

〒920‐1192 石川県金沢市角間町　地域連携推進センター 
Tel.076‐264‐5290 Fax.076‐234‐4045 

E-mail：chrenkei@adm.kanazawa‐u.ac.jp　http://www.adm.kanazawa-u.ac.jp/satoyama/ 　 

　能登半島は、豊かな自然（里山・里海）と伝統文化に恵まれていますが、農林水産業の不振、過疎・
少子・高齢化の急速な進行によって、里山・里海が荒廃し、一部では地域社会の維持が困難になり
つつあります。里山・里海の持続管理による地域再生を目指して、地域、行政、企業等と連携した
統合的環境研究を実施します。 

実施体制 

　金沢大学では、地域連携推進センターと環日本海域環境研究センターのメンバーを主力とし、
理工研究域、人間社会研究域、医薬保健研究域等を加え、学外（石川県立大学、石川県農業総合研究
センター、石川県林業試験場、石川県のと海洋ふれあいセンター、珠洲市、輪島市、能登町、穴水町、
七尾市、国連大学高等研究所いしかわ・かなざわオペレーティング・ユニット等）とも連携してい
ます。また、平成22年10月に金沢大学内に設置された「能登オペレーティング・ユニット」が活動
をコーディネートし、能登半島における教育・研究・地域連携を支援し、既存の能登臨海実験施設
や能登学舎はじめ各地に活動拠点をつくりあげます。 

教育、研
究の推進

 文部科学省特別経費 

2010年
～ 



カリキュラム4大特徴 

働きながら学べるサポート体制 

どのような人材を育てるか 

1. 能登の自然と文化の魅力を文理融合による科学的視点から
学ぶ。 

2. 能登の地域資源、ICT最先端技術、ブランド戦略など起業に
必要な発想やノウハウを学ぶ。 

3. 金沢大学の「里山駐村研究員」制度を活かし、現場の経営技
術と経営者スピリットを学ぶ。 

4. 市長・町長、NPO、地元企業のトップから、生の声を聞き、
リーダーシップを学ぶ。 

講師陣 

「能登里山マイスター」養成プログラム 

　トキが舞い、自然と調和した美しい能登半島を目指して、就農を志す若い担い手を能登に呼び
込みます。環境配慮型農業を実践し、農産物に二次・三次の付加価値をつけて市場に出し、能登の
自然と文化資源を活かした新ビジネスの拠点を創り出す地域リーダーを養成します。意欲的な
若者が集う人材養成のプログラムです。 

〒927‐1462 石川県珠洲市三崎町小泊33‐7　金沢大学能登学舎2F 
Tel.0768‐88‐2568 Fax.0768‐88‐2899 

E-mail：meister@ad.kanazawa-u.ac.jp　http://cr.lib.kanazawa-u.ac.jp/meister/

■ 都会の再チャレンジ組 

■ 自治体やJAの若手職員 

■ 農林業の後継者・担い手 

3つの要素を備えた 
人材を養成 

就農・起業に意欲を燃やす45歳以下の 
チャレンジ精神旺盛な人 

2年間の講習 

5年間で 
60人以上の 
人材養成 

里山マイスター号 
授与 

新農業技術を 
得て独立 

環境配慮と生産技術に工夫を凝らす篤農人材 

地域と連携し新事業を創造するリーダー人材 

農産物に付加価値をつけるビジネス人材 連携自治体 
（輪島市・珠洲市・穴水町・能登町） 

の支援 

石川県の支援 

金沢大学の支援 

講座修了後に就農計画を提出 

里山マイスターとして 
自立 

・常駐教員による担任指導 
・金沢大学、石川県立大学から講師派遣 

・民間企業の社長等多彩な講師を招へい 
・現地リーダーによる実学指導 

川畠　平一 
（農学博士） 

小路　晋作 
（理学博士） 

中山　節子 
（人類学・地域研究） 

小柴有理江 
（地域政策学博士） 

宇都宮大輔 
（理学博士） 

伊藤浩二 
（農学博士） 

沢野　哲郎 
（農業） 

石下　哲雄 
（林業） 

出村　龍彦 
（水産業） 

学 舎 長  能登学舎常駐スタッフ 地元のベテラン指導員 

自治体、企業、NPOなどの協力を得て、受講生が
働きながら学べる環境をつくります 

■ 
■ 
■ 
■ 
■ 
■ 
■ 
■ 
■ 
■ 
■ 
■ 
 
 
■ 
■ 
■ 
■ 

石川県立大学 
東京大学 
九州大学 
横浜国立大学 
愛媛大学 
石川県農業総合研究センター 
石川県水産総合センタ- 
石川県畜産総合センター 
石川県林業試験場 
のと海洋ふれあいセンター 
いしかわ動物園 
石川県ふれあい昆虫館 
 
 
石川県産業創出支援機構 
いしかわ国際協力研究機構 
石川地域づくり協会 
アミタ持続可能経済研究所 

研究機関 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
シンクタンク 
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■ 
■ 
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■ 
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■ 
■ 
■ 
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（有）珠洲グリーン開発 
宮崎　幸彦 
谷内前吉昭 
（有）すえひろ 
（有）みなくち 
（農）サンビ 
（有）内浦アグリサービス 
大下　勝義 
（有）春蘭の里ファーム 
（有）川原農産 
上田　義正 
井池　光夫 
（有）前田農園 
上野登起男 
前野美弥次 
坂下　豊志 
谷　　幸雄 
堂前助之新 

「マイスター支援ネット」 

いしかわ自然学校 
石川の森づくり協会 
珠洲市小泊地区振興会 
珠洲にトキを呼ぶ会 
石川フォレストサポーター会 

能登とくりん研 
NPO安らぎの里金蔵学校 
春蘭の里実行委員会 
NPO能登すずなり 

■ 
 
■ 
■ 

NPO能登半島 
　おらっちゃの里山里海 
青年海外協力協会 
里山マイスターOB会（仮称） 

支援団体・NPO

（株）数馬酒造 
（株）加賀屋 
（株）スギヨ 
泉谷菓子舗 
（株）柚餅子総本家中浦屋 
（株）佃食品 
（株）浜野水産 
山口水産 
（有）げんてん 
（株）柳田食産 
（株）大積海産物 
（有）能登農産 
LLP能登農林水産企画 
JAすずし・内浦町・ 
　おおぞら・町野 
能登森林組合 
石川県漁業協同組合 

支援団体・企業 

運営マネジメント・支援 連携 

協力協定 

意見調整 金 沢 大 学  石川県・自治体・企業の支援体制 

金曜日は能登空港で 
地域づくり支援講座 

土曜日は能登学舎 
での講義・実習 

 
「地域づくり支援講座」（金曜）の授業風景 

 
東京築地市場調査 

 
農業参入した（株）スギヨ農場での実習 

「能登里山マイスター」養成プログラム 
連携プロジェクト 
■ 角間の里山自然学校 
■ 能登半島　里山里海自然学校 

■ のと半島里山里海アクティビティ 
■ 「能登いきものマイスター」養成講座 

2007年
～ 

地域づく
り、人づく

り 科学技術戦略経費 



〒927‐1462 石川県珠洲市三崎町小泊33-7 金沢大学能登学舎1F 
Tel＆Fax.0768‐88‐2528 

E-mail：activity@adm.kanazawa-u.ac.jp　http://www.crc.kanazawa-u.ac.jp/activity/

〒927‐1462 石川県珠洲市三崎町小泊33‐7　金沢大学能登学舎1F 
Tel＆Fax.0768‐88‐2528 

E-mail：akaishid@staff.kanazawa-u.ac.jp　http://blog.canpan.info/ikimono/

アクティビティの流れ 

教育・研究 
 
 
 

NPO・市民活動 
 

 
 
企業との連携・CSR活動 

大学のゼミ活動や調査研究の支援をします。
地域とのマッチングはもちろん、研究シー
ズ探しを手伝います。海外からの研修員
も受け入れます。 

里山里海のもつ社会的課題にチャレンジ
する人々を、能登につなぎます。環境保全
活動、伝統文化の継承、地域とのワーク
ショップなどをコーディネートします。 

CO2排出削減、里山里海保全などのCSR
活動、社員教育、福利厚生など、さまざま
な企業ニーズに、農山漁村の資源を活か
します。 

能登のフィールドを活用した実践研修 いきものマイスター養成講座イメージ図 

里山里海の保全と生物多様性の 
大切さを伝える人材を養成します。 

能登学舎周辺と保全エリアを、 
「里山里海学習フィールド」として 
整備します。 

里山里海の環境教育に用いる 
分かりやすい教本を作成します。 

のと半島里山里海アクティビティ 

　人と人とが交わることで、新たな可能性が生まれます。能登と都市圏の交流は、特に重要です。
能登半島の里山里海をテーマにして、学生や都会の若者が地域の人たちと交流しながら保全活動
や教育・研究活動を繰り広げます。交流人口を3年間で1000人増やし、能登の可能性を高めます。 

2009年
～ 

「能登いきものマイスター」養成講座 

　人と自然の調和と持続的かかわりの大切さを、生物多様性を通じて学び、実践するマイスターを、
年間5人ずつ養成します。受講生のニーズに応じて、里山里海の生物多様性を子供たちや市民に
分かりやすく教える技能や、農林漁業者やエコツアーは、現場で生物多様性を守り、活用する方法
を伝えます。 

2010年
～ 

大学・企業・NPOなど 

1

3

能登での活動についての 
問い合わせ 

興味関心に応じた受け入れ 
地域とのマッチング 

活動企画の協働作成 

事　務　局 

3 活動企画の協働作成 

4 詳細問い合わせ・準備 5 受け入れ準備 

6 アクティビティの実施 5 受け入れ 

7 感想 8 振り返り・評価 

2

能登へ 連携 調整 

コーディネーター 

ディレクター 

受入グループ × 

人的交流
の促進 

環境教育に
よる人づく

り 

三井物産環境基金 

日本財団 

��

�

�

学校、ツアー会社、 
農林水産業、企業など 里山里海自然学校 



年度 

事
　
業
 

特別教育研究経費　2005.4～2010.3 

●角間の里山自然学校 

三井物産環境基金　2006.7～2009.6 

●能登半島 里山里海自然学校 

科学技術振興調整費　2007.7～2012.3 

●能登里山マイスター事業 

三井物産環境基金　2009.10～2012.9 

●能登半島里山里海アクティビティ 

特別経費　2010.4～2015.3 

●里山再生学の構築 

日本財団　2010.4～2013.3 

●能登いきものマイスター養成講座 

2005（H17） 2006（H18） 2007（H19） 2008（H20） 2009（H21） 2010（H22） 2011（H23） 2012（H24） 

金沢大学里山里海プロジェクト 

　金沢大学「角間の里山自然学校」の設立（1999）に始まり、文部科学省特別教育研究経費による、
「金沢大学『角間の里山自然学校』を拠点とした自然共生型地域づくり」をテーマとした5ヶ年事業
（2005.4～2010.3）をへて、現在は、能登半島にも活動の場を拡げて、石川県、金沢市、能登の
自治体、民間企業等と連携しています。生物の多様性の保全、里山・里海の持続可能な活用策の
提案、次世代の人づくりを目指します。 

　当プロジェクトには「里山里海再生学」、「能登里山マイスター養成プログラム」、「のと半島里山里海アクティビティ」、

「能登いきものマイスター」養成講座が含まれます。 

1999年10月 金沢大学「角間の里山自然学校」発足 
1999年10月 文部科学省生涯学習活動の促進に関する研究開発 
2000年 4 月 文部科学省生涯学習施策に関する調査研究（‐2001） 
2002年 4 月 文部科学省地域貢献推進特別事業（‐2004） 
2005年 4 月 「里山プロジェクト」スタート 
2005年 4 月 創立五十周年記念館「角間の里」完成 
2005年12月 里山駐村研究員制度発足 
2006年10月 「能登半島 里山里海自然学校」開校 
2007年10月 「能登里山マイスター」養成プログラムスタート 
2008年 1 月 「トキが能登に生息するための調査」始まる 
2008年 4 月 国連大学高等研究所いしかわ・かなざわオペレーティ

ング・ユニットとの連携始まる 

2008年 9 月 「能登エコ・スタジアム2008」 
2009年 5 月 生物多様性条約事務局長アフメド・ジョグラフ氏を 

迎え、グリーンウェイブ植樹 
2009年10月 「三井物産環境基金　「のと半島」能登里山里海アクティ

ビティ」スタート 
2010年 4 月 「日本財団　能登いきものマイスター」スタート 
2010年 4 月 「里山里海再生学の構築」スタート 
2010年 8 月 「角間里山本部」設置 
2010年10月 「能登オペレーティングユニット」設置 
2010年10月 名古屋で開催された「COP10」において多彩な活動を実施 
2010年12月 国際生物多様性年クロージング・イベントClosing Event for 

the International Year of Biodiversity シンポジウム協力 

能登半島 里山里海自然学校のあゆみ 
2006年 7 月　三井物産環境基金から事業採択の通知 
2006年10月　能登半島 里山里海自然学校が開校 
2007年 3 月　里山里海メイト発足、保全活動開始 
2007年 4 月　ホクリクサンショウウオ珠洲で発見 
2007年 7 月　「里山里海学習館」公開 
2007年 8 月　留学生・大学生対象「能登・里山里海実習」開講 
2007年10月　自然学校開校1周年記念シンポジウム 
2007年12月　里山里海食堂「へんざいもん」オープン 
2008年 2 月　フォーラム「よみがえれキノコ山」開催 
2008年 2 月　里山里海メイト100名突破 
2008年 4 月　里山レシピ100品到達 
2008年 8 月　NPO法人能登半島おらっちゃの里山里海を設立 
2009年 6 月　三井物産環境基金による支援（第1フェーズ）終了 
2009年 7 月～第2フェーズ（より多様な主体により運営）をスタート 

三井物産環境基金 

里山駐村研究員 

NPOおらっちゃの里山里海 

金沢大学 
自治体、地域住民 
農林水産業の関係者 

能登半島 里山里海自然学校 

■ 奥能登の自然と人々の暮らしの「健康診断調査」 
■ 地域の人々や関係団体、大都市圏からの学生などのボランティアによる里山里海保全活動 
■ 地域の小中学校、高校、住民を対象に自然観察や体験学習を実施 

プロジェクト年表 

里山里海プロジェクト　研究代表者 

金沢大学・教授・学長補佐（社会貢献担当） 中村 浩二 

里山里海プロジェクトによる教育・研究活動を通じて、自治体や民間団体とも連携し、里山里
海の保全・活用を支援し、地域社会の活性化と自然共生型ライフスタイルの確立を目指します。 

アドバイザー会議 

フェーズ1 フェーズ2
2006 2009 2011

地域との連携により運営する「能登半島 里山里海自然学校」 



NPO e-cycle 
アースプロジェクト 
サカキ研究会 
山里の村 

里山メイト 
モニタリング1000 
角間動物研究会 
里山駐村研究員、客員研究員 

教職員、学生、大学院生、 
同窓生、職員OB、金沢大学OB

学生サークル・ラクーン 
その他学生団体 

一般市民 

金沢大学 

新設 

新設 

新設 

実行組織 

審議組織 

運営協力 
「管　理」 
部門 

「教育研究」 
部門 

「連　携」 
部門 

統括ディレクター 

幹　事　会 

運営委員会 

角間里山本部 
（学内に設置） 

里山応援団 

市　民 

金沢大学内 

団　体 

企　業 

自治体 

角間里山みらい（仮） 
（企業CSR・NPO設立予定） 

「角間里山連絡会」 
・理事 
・学長補佐 
・学内の教員 
・学内外の団体や個人 
　（里山応援団等） 
・その他議長が必要と認めた者 

里山の管理運営 

教育・研究活用 

事業化 

能登半島の先端に位置する旧小泊小
学校の校舎を、金沢大学が2006年
に珠洲市から無償で借り受けました。
里山里海保全に取り組む能登半島・
里山里海自然学校や能登里山マイス
ター養成プログラム、大気観測スー
パーサイトなど地域貢献と研究、教
育施設として活用されています。 

■ 教育 
 
 

■ 研究 
 
 
 

■ 地域連携 

・ 共通教育 
・ 専門教育 
・ 大学院教育 

・ 里山里海再生学 
・ 大気観測・海洋汚染 
・ 地域医療・保健 
・ 人文社会科学 

・ 「能登里山マイスター」養成プログラム 
・ 「のと半島」里山里海アクティビティ 
 の創出 
・ 里山里海自然学校 
 （NPOと共同で運営） 
・ 能登いきものマイスター養成講座 
・ 地域経済塾 
・ 震災復興プロジェクト 

角間里山本部 

能登オペレーティング・ユニットにおける支援活動 

　平成22年8月、本学角間キャン
パス内の「里山ゾーン」の保全と21
世紀型の活用、教育及び研究の推
進を目的としています。 
　本部には、審議組織の運営委員
会と実行組織の「幹事会」を置き、
統括ディレクターが、管理・教育研
究・連携の3部門をまとめます。また、
学外の協力メンバーである「里山応
援団」等との密接な連携を図るため
に、有識者による諮問機関「角間里
山連絡会」を設置します。 

能登オペレーティング・ユニット 

環
　
境
 

人
　
間
 

越境汚染 
大　陸 

環日本 
海　域 

生活圏 

大気 

海洋 

里山 
里海 

経済 

大気観測スーパーサイト 

海洋汚染物質調査 

物質循環 

生物多様性 

産業創出・地域再生 

地域医療再生 

食育 

人材養成 
コミュニティ 

医療 
福祉 

能　登 

■ 能登における教育研究課題群 

　平成22年10月、金沢大学の能登半島での多岐にわたる
教育研究・地域連携の活動をさらに持続的に発展させる
ために、能登オペレーティング・ユニットを設置しました。 
　審議組織の運営委員会を置き、地域連携ディレクターが
活動を取りまとめます。 

〒920‐1192 金沢市角間町 
http://www.kanazawa-u.ac.jp/

Tel.076‐264‐5289 Fax.076‐234‐4045 
E-mail：chrenkei@adm.kanazawa‐u.ac.jp 
http://www.adm.kanazawa-u.ac.jp/satoyama/

金沢大学里山里海プロジェクト 
 

全学支援
組織 


